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PCR (po!ymerase chain reaction)法の普及によって、全国的な需要が爆発的
に高まったため、これを専門に行う業者が多数現れるようになり、価格も低
下したため、平成 5(1993)年度末をもってこの受託業務は中止した。
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このほか、自動DNA塩基配列決定装置(2種、 3台)、細胞自動解析装置
などが共同利用され、いずれも好評であった。
共同利用した研究者の所属部局は、同じ研究棟に入居している医学部、ウ
イルス研究所、あるいは近隣の胸部疾患研究所、医療技術短期大学部、薬学
部、医学部附属病院にとどまらず、理学部、農学部、化学研究所などにもわ
たっており、まさに全学共同利用施設の面白躍知たるものがある。
平成 5(1993)年度に分子生物科学実験研究棟の一連の増築が終了し、遺伝
子実験施設の整備も一応の区切りを迎えたのを機に、それまで内規的に運用
されていた利用者と施設の合意を基に、正式な共同利用規程を運営委員会に
おいて決定し、広報などによって学内に周知を図る予定である。
遺伝子実験施設に設置された、最新鋭の研究機器は、その有用性が共同利
用によって認識され、その後各部局の研究室に次々に導入されている。この
点も先進的研究機関としての先見性の表れであると考え、今後とも最新鋭機
器の導入に努めたいところである。このように類似機器が各部局に整備され
てきたが、その利用を必要とする先進的研究はさらに広く普及し、また、新
たな機器の導入や既存のものの改良などと相まって、施設の共同利用に対す
る需要は減少せず、むしろ増加の傾向が続いている。
京都大学遺伝子実験施設は類似施設にはまれな、遺伝子改変動物(トラン
スジェニックマウスや遺伝子ノックアウトマウス)の作製に必要な機器・施設と
専用の動物室を保有しているが、現在までは施設内部での利用にとどまって
いる。これを利用した輝かしい研究成果については既に述べたが、共同利用
の希望も決して少なくないことがアンケート調査などで判明しており、コス
ト負担や感染防止などの規程を整備し、早急にこれを開始する予定である。
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第4節 設備・施設一一分子生物科学実験研究棟
(京都大学初の合同研究棟)
遺伝子実験施設は、その設立目的とする組み換えDNA実験の安全性確保
と遺伝子組み換え実験を用いた先進的研究を遂行するために、高度な設備と
機器を備えた自前の研究棟を建設する必要があることは設立以前からほぼ自
明のことと考えられていた。設立の経緯でも触れたが、設立に中心的役割を
果たした医学部とその周辺には、これから遺伝子組み換え実験を導入しよう
とする、あるいは既に一部開始されているために、施設に対する強い需要が
あったので、その建設予定地を、医学部附属病院西地区とすることが、設立
発起人会で了承された(昭和62<1987>年)。
当時、医学部では、大学院重点化を先取りする形で、急速に発展しつつあ
る分子レベルでの医学研究を推進するため、大学院分子医学系独立専攻の3
講座を発足させていたが、この講座のための研究スペースは既存の関連講座
に依存していた。また、この頃からわが国においても深刻化してきた後天的
免疫不全症(エイズ)の基礎的研究を推進するため、昭和63(1988)年にウイル
ス研究所に附属免疫不全ウイルス研究施設の設置が認められた。
以上の 2つの組織も新しい研究棟の建設を計画していたが、いずれも組み
換えDNA実験が不可欠で、あリ、物理的封じ込め施設を持った研究室や動物
室、あるいは放射性阿佐元素を使用する実験室など、まさに遺伝子実験施設
と共通の建物仕様を必要とするものであった。
これらの高度な設備を必要とする建物はその建築に多大な費用を必要とす
るものである。そこで、これを合同して行えば、空調や排気などの基幹部分
を共有することで効率化が図れ、より一層高度な設備を備えることが可能と
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なろう、との施設部からの提案を受け、 3部局が合同で、一体の建物を建築
し、物理的にもより緊密な連携によって、研究を一層推進させることを合意
した。
この合意に基づき、医学部附属病院地区再開発の一環として新たな研究棟
が完成したため移転した、小児科研究棟の跡地(胸部疾患研究所と医療技術短
期大学部の問)に総面積約6.300m'、地上5階、地下 l階の分子生物科学実験
研究棟を建築するよう、 3部局が一致して概算要求の重点項目とした。この
建物には、P3レベルの物理的封じ込め設備が合計6カ所(うち、 2カ所は動
物飼育設備内、 1カ所は放射性同位元素実験区域内)もあり400m'以上の動物実
験室やl，OOOm'以上の放射性同位元素実験区域など、極めて高度な設備を必
要とする建物であった。
分子生物科学実験研究棟は、平成元(1989)年度に、ウイルス研究所からの
要求が認められる形で、ウイルス研究所新棟として建設が開始され、年度末
までに約2，300m'が完成した。このとき、 3部局長(井村裕夫医学部長、田中
春高ウイルス研究所長、本庶遺伝子実験施設長)が話し合いを持ち、ウイルス研
究所側の厚意により、運用の効率を維持するため最終的な完成設計図に基づ
いて 3部局が同時に建物の利用を開始する、自前の建物をまったく持たない
遺伝子実験施設の活動を支援するためウイルス研究所が本来使用予定であっ
た2階の南側を当面遺伝子実験施設が使用し、残りの部分が完成した時点で
返還する、ことが合意された。この合意によって、遺伝子実験施設は平成2
(1990)年7月に入居し、初めて独自の研究スペースを得、専任教官の研究を
中心とした限られた部分ではあるが、本格的活動を開始することができた。
この分子生物科学実験研究棟は、研究での利用効率を最重点に考えて設計
され、各々の部局の専有スペース、動物室の一部や放射性同位元素実験室な
ど共用のスペースが決められた。また、先にも述べたように、基幹設備を共
有する形で設計されている。そのため、その管理・運営に当たっては、部局
を超えた協力が不可欠で、ある。このように、物理的に分割・分画して管理す
ることが不可能な、真の意味での合同研究棟(合同庁舎)は、京都大学では初
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めての試みであった。このため、重要な事項を協議するための連絡協議会が
3部局長、関係教授らによって設けられ、このもとに実務を担当する、共通
経理、共通事務、 RI(放射性同位元素)、動物の各小委員会が設置された。
このような合同管理は経験がないための不具合などもあったが、その設
計、設立の趣旨が生かされ、現在では、部局を超えた親密な連携によって、
相互の研究・活動の推進に協力し合っている。このような協力の一環とし
て、この研究棟には、先進的コンビューターネットワークのための施設が設
置され、ウイルス研究所が主体となった運営によって、遺伝子実験施設から
もKUINS(京都大学統合情報通信システム)ネットワーク、さらにはイ ンター
ネットへと自由に世界中の最新情報にアクセスできるようになっている。こ
のような成果を見ても、この合同研究棟建設は成功していると断言できよ
つ。
平成 5(1993)年夏には当初計画された約6，300m'がすべて完成し、遺伝子
実験施設の建築は一応の完成を見た。遺伝子実験施設は、この研究棟のう
ち、約1，700m'を占めている。ここには、 P3レベルの物理的封じ込め設備、
P 2レベルの細胞培養室、液体窒素自動充填式細胞凍結設備などの最新設備
と、 200m'以上の遺伝子改変動物専用飼育室が設けられた。同年10月、新築
部分の運用を開始し、ここに全面的活動の場を得ることができた。遺伝子改
変動物専用飼育室は、他の類似施設には見られない広さであり、多いときに
は3，000匹以上の遺伝子改変マウスが飼育されていた。
平成 6(1994)年には、ウイルス研究所の特殊動物室を中心とした増築が、
分子生物科学実験研究棟の西側を北へ進展させる形で行われる。これは、こ
の研究棟を将来的にはコの字型にする(既存部分に両翼をつける)との計画に
沿ったものではあるが、キャンパスの総合的将来計画案の景観保持のため南
北方向に延びる建物の高さを低く抑えるとの方針などを受けて地上部分の高
さを 3階までに抑えるなどの変更があった。これにより、各部局の専有スペ
ースを廊下に転用する際に不公平が生じることなどのため、関係部局聞に若
干の車L離が生じた時期もあったが、研究室2部屋を廊下に転用せざるを得な
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い遺伝子実験施設に対し、ウイルス研究所が新築部分にスペースを一部提供
することで決着した。
総面積7，289m'となる分子生物科学実験研究棟は、親密な 3部局の極めて
密接な連携の上に円満に運営され、遺伝子実験施設はそのうち、1，717m'を
占めて現在に至っている。しかしながら、ヒト・ゲノム解析分野の新設に伴
う必要面積増には対応できておらず、今後の技術講習会は、専任教官らの実
験スペースを提供して行わざるを得ない状況である。この事態を解決しなけ
れば、施設の業務に支障があることは明白であるので、増築が要求されてい
る。
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